
認知症の人たちにとっては　より家庭らしい雰囲気と心地よい空間が大切

〇居室は共同生活室に近接して一体的に設けること
　＜解釈通知＞
　ア．共同生活室に隣接した居室
　イ．アの居室と隣接した居室
　ウ．そのほか共同生活室に近接した居室

ユニット型特別養護老人ホーム設置基準（抜粋）

だれのため？　なんのため？

広すぎて落ち着かない共同生活室

基準第35条の解釈通知は
ユニット型特養　設置基準の起源

モデルケースPLAN（6人1ユニット） モデル施設   基準階（6人1ユニット・8人1ユニット）
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自治体向けセミナー「ユニットケアに関する研修」
共同生活室と居室の関係について指摘

※各自治体によって ばらつきがあり、
　自治体によっては問わない場合もある

※解釈通知通りに設計して
　このプランになりやすい
（利用者本位の設計は面倒）
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「風の村」プラン

現状の実態に合せると…
・ユニット定員（10人)

・ユニット内に「脱衣室・浴室・汚物洗濯室・職員室等」
　があることが望ましい
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ユニット形態H i s t o r y

共同生活室
を拡げる

共同生活室
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共同生活室から個室の監視はしやすいが、
利用者は落ち着かなくなる

共同生活室から個室の監視はしやすいが、
利用者は落ち着かなくなる近接の基準×

共同生活室と水廻りが
遠いと不便（職員意見）



共同生活室と居室の「近接」 認知症の人と家族の会 (社)岡山中央福祉会「中野けんせいえん」（岡山市）

〇居室は共同生活室に近接して一体的に設けること
　＜解釈通知＞
　ア．共同生活室に隣接した居室
　イ．アの居室と隣接した居室
　ウ．そのほか共同生活室に近接した居室

ユニット型特別養護老人ホーム設置基準（抜粋）

（１）一般例

（２）談話コーナーを設けた案

多床室従来型から個室ユニット型へ建替えた施設では

   職員動線    （居室⇔キッチン）    ：24ｍ

   職員動線  （脱衣室⇔キッチン）  ：14ｍ

利用者動線（居室⇔共同生活室） ：22ｍ

   職員動線    （居室⇔キッチン）    ：22ｍ

   職員動線  （脱衣室⇔キッチン）  ：  8ｍ

利用者動線（居室⇔共同生活室） ：24ｍ

　ユニット型特別養護老人ホームは、
居室と共同生活室の位置について
「近接」するよう定められています

　解釈通知のアとイだけの基準で設計すると、よく見られる一般的なプランとな
ります。
このプランは、共同生活室から個室がまる見えで、スタッフにとっては管理しやす
いですが、利用者にとってはいつも見られているようで落ち着かない空間です。
共同生活室もだだっ広くなり、住宅スケールから逸脱しています。

　解釈通知のウの基準を使うことで、談話コーナーを設けることで柔軟性をもっ
たプランをつくることができます。
　よく、「動線が長くなるのではないか」「死角が多いので危険ではないか」と指
摘されます。しかし、図面を比べると動線の長さはさほど変わりません。死角が多
い空間ですが、その分利用者にとっては逃げ場所があり落ち着く空間となります。

死角が多く、見守りが難しいのではないか？

個室内に全てトイレがついていますが、重度化する特養では必要ないのでは？

今後求められる施設像は？

　「見通しが良い」＝「見守りできる」とは限らない。
　建替え後の３か月～半年はスタッフも慣れるのに大変だったが、だんだん利用者のことが
わかるようになり、利用者の行動パターンがみえてきた。実際、見守りが必要な人は限られて
いるのでその人に対しては特に注意したり見守り頻度を増やすなどして対応している。見守り
を徹底するには人員を増やすしかない。
　見守りをハードで解決しようとすると、鍵をかけたり、ドアを開け放したりする。結局拘束に
繋がる。とにかくソフトでなんとかするしかない。
　見守りは近くにいないと意味がない。例えば利用者がこけそうになったのを見ても、近くに
いなければとっさに助けることもできない。見通しが良いからと言って、危ないときには助け
られない。

　最初は「特養なので全個室に必要ないのでは」という意見があったが、現在はほとんどの
利用者が個室のトイレを利用している。施設を30年以上使うことを考慮しても、あってよかっ
たと思っている。

　とにかく「自分が入りたい」と思える施設をつくらなければならない。今までは経営者が施
設をつくるときに「自分が入りたい」と考えていないものが多すぎた。
　今後、特養でも空床が増えてくることを考えても、競争に勝てる質の良い施設をつくらなけ
ればならない。
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